
※令和４年度以前入学生用

5 科

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

２　学習の到達目標

３　評価の観点及びその趣旨

学校番号 1003

令和 年度 芸　術

年次

副教材等 無し

絵画に関する学習を通して、造形的な見方･考え方を働かせ、絵画表現に関わる基礎的知識･技能を身に付ける。様々
な描画材料･技法･支持体および美術史･美術作品に関する講義、調合実習･描画実習･鑑賞を行う。
①課題に真摯に向き合う。
②自らの感性を磨き、創造的な思考力･判断力･表現力を高める。
③仲間を大切にし、互いの個性や多様な表現への理解を深める。
④道具を大切に扱い、準備・片付けを協力して行う。

（1）絵画に関する基礎的知識･技能を身に付ける。
（２）描画材料の特性や技法を理解し、表現方法を創意工夫する。
（３）互いの作品のよさや美しさを味わい、言語化して伝え合う。

使用教科書 無し

教科 芸術 科目 絵画表現１ 単位数 2 単位 年次 2

観
点

a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度

観
点
の
趣
旨

・絵画に関する基礎的知識･技能を身
に付けている。

・表現形式や描画材料の特性、技法を
理解し、表現方法を創意工夫してい
る。

・表現形式や描画材料の特性、技法
を理解している。

・造形感覚や感性を働かせて豊かに
発想･構想している。

・よさや美しさ、作者の意図と表現の
工夫などを感じ取り、言葉で伝え合
い共有している。

・意欲的に絵画に関する基礎的
知識･技能を身に付けようとして
いる。

・表現や鑑賞の創造活動に積極
的に取り組んでいる。

・作品･スケッチ･レポートを提出
できている。

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。



※令和４年度以前入学生用

４　学習の活動

※　表中の観点について ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度

知
（a）

思
（b）

主
（c）

1

絵
画
表
現

《調合実習･描画実習》

・テンペラ

・フレスコ

・油彩

a:
・絵画表現の基礎的知識･技能を身につ
けている。
・描画材料の特性を生かし、表現方法を
創意工夫している。

b:
・授業･課題のねらいを理解している。
・造形感覚や感性を働かせて豊かに発
想･構想している。
・表現の特質や効果、よさや美しさを感じ
取り、作者の意図や表現の工夫を感じ取
り、言葉で伝え合い共有している。

c:
・意欲的に絵画表現の基礎的知識･能力
を身に付けようとしている。
・表現や鑑賞の創造活動に積極的に取り
組んでいる。
・作品･スケッチ･･レポートを提出できて
いる。

ワーク
シート

作品

ワーク
シート

作品

鑑賞

振返シー
ト

鑑賞

学
期

単
元
名

学習内容 単元（題材）の評価規準

評価方法

2

絵
画
表
現

《調合実習･描画実習》

・水彩

・パステル

《表現形式の学習･描画実習》

・抽象表現

・マチエール

a:
・絵画表現の基礎的知識･技能を身につ
けている。
・描画材料の特性を生かし、表現方法を
創意工夫している。

b:
・授業･課題のねらいを理解している。
・造形感覚や感性を働かせて豊かに発
想･構想している。
・表現の特質や効果、よさや美しさを感じ
取り、作者の意図や表現の工夫を感じ取
り、言葉で伝え合い共有している。

c:
・意欲的に絵画表現の基礎的知識･能力
を身に付けようとしている。
・表現や鑑賞の創造活動に積極的に取り
組んでいる。
・作品･スケッチ･･レポートを提出できて
いる。

ワーク
シート

作品

ワーク
シート

作品

鑑賞

振返シー
ト

鑑賞

振返シー
ト

鑑賞

3

絵
画
表
現

《美術史》

・西洋

a:
・絵画表現の基礎的知識･技能を身につ
けている。
・描画材料の特性を生かし、表現方法を
創意工夫している。

b:
・授業･課題のねらいを理解している。
・造形感覚や感性を働かせて豊かに発
想･構想している。
・表現の特質や効果、よさや美しさを感じ
取り、作者の意図や表現の工夫を感じ取
り、言葉で伝え合い共有している。

c:
・意欲的に絵画表現の基礎的知識･能力
を身に付けようとしている。
・表現や鑑賞の創造活動に積極的に取り
組んでいる。
・作品･スケッチ･レポートを提出できてい
る。

ワーク
シート

作品

ワーク
シート

作品

鑑賞


